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経営環境と成果の報告

今後の取り組みについて

新たな価値を創造し、
健康で豊かな生活の実現に貢献する。

株主の皆様へ
　株主の皆様におかれましては、日ごろより格別のご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。
また、このたびの東日本大震災により被災された皆様に心よりお見舞い申し上げるととも
に、被災地の一日も早い復興をお祈り申し上げます。
　ここに中村屋グループ第91期第２四半期（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）
における事業の概要をご報告申し上げます。

代表取締役社長

当第２四半期中の菓子・食品業界は、原材料価格の高
騰、夏場の電力規制による製造、営業、販売活動の制約に加
え、東日本大震災後の自粛ムードを受けた消費マインドの低下
など、厳しい状況が続きました。このような環境のもと、中村屋
グループは、中期経営計画の目標である「持続的成長の実
現」を達成するために「成長モデルの確立」「高効率経営の
実現」「社会的責任の遂行」を全組織で実行に移すことで、
企業体質の強化・企業価値の向上に努めてまいりました。

以上のような経過の中で、当第２四半期連結売上高は、16,329 
百万円前年同期に対し321百万円1.9％の減収となりました。

収益面におきましては、営業損失は、1,086百万円　前年
同期に対し62百万円の減益となり、経常損失は、1,041百万
円　前年同期に対し69百万円の減益、四半期純損失は、新
宿中村屋本店ビル解体撤去の決議に伴う特別損失の計上

等により、965百万円　前年同期に対し232百万円の減益とな
りました。

少子高齢化の進行、食の安全・安心志向の一層の高まり、
携帯情報端末の普及による情報化社会の進展、そして震災を
機とした消費者の価値観の変化など、企業を取り巻く様 な々要
素から消費ニーズを掘り起こし、新たな需要を創造すべく新規
マーケットにおける事業モデルの確立を目指してまいります。同時
に、新たな成長マーケットの開拓に資源を投入するための高効
率経営の実現と、株主様・お客様をはじめとするそれぞれの
ステークホルダーのご要望に応えることで、持続的成長の実現
に取り組んでまいります。あわせて、新宿中村屋本店の再開発
を通じて、経営基盤の安定化に努めてまいります。

株主の皆様におかれましては、引き続き一層のご理解とご
支援を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

経営理念 

トップメッセージ

1

010_0546001602312.indd   1 2011/11/11   16:20:50



-1,500

-1,000

-500

0

500

1,000

1,500

40,887

（百万円）

50,000

43,208 41,705

17,382 17,442

40,000

30,000

20,000

10,000

0

■ 中間期　■ 通期

第87期
（平成20年3月）

第88期
（平成21年3月）

16,614

第89期
（平成22年3月）

41,022

16,650

第90期
（平成23年3月）

16,329

第91期中間期
（平成23年9月）

（百万円）

50,000

40,428
38,892

22,238 21,742

40,000

30,000

20,000

10,000

0

■ 純資産   ■ 総資産

第87期
（平成20年3月）

第88期
（平成21年3月）

39,516

22,166

第89期
（平成22年3月）

38,951

21,926

第90期
（平成23年3月）

37,087

20,306

第91期中間期
（平成23年9月）

（百万円）

1,092

782

△507 △494

△813

366.03

■ 中間期　■ 通期

第86期
（平成19年3月）

第87期
（平成20年3月）

第88期
（平成21年3月）

第90期
（平成23年3月）

735

△733

599

△965

第91期中間期
（平成23年9月）

（百万円）

3,000

2,144

1,543

△494
△671

△1,116

2,000

1,000

0

-2,000

-1,000

■ 中間期　■ 通期

第87期
（平成20年3月）

第88期
（平成21年3月）

第89期
（平成22年3月）

1,271

△976

第90期
（平成23年3月）

1,164

△1,041

第91期中間期
（平成23年9月）

（円）

30

18.36

13.16

△8.52 △8.30

20

10

0

-20

-10

■ 中間期　■ 通期

第87期
（平成20年3月）

第88期
（平成21年3月）

△13.69

第89期
（平成22年3月）

12.38

△12.35

第90期
（平成23年3月）

10.10

△16.25
第91期中間期
（平成23年9月）

（円）

400
374.08

300

200

100

0
第87期

（平成20年3月）
第88期

（平成21年3月）

373.32

第89期
（平成22年3月）

369.35

第90期
（平成23年3月）

342.06

第91期中間期
（平成23年9月）

連結売上高 連結経常利益又は損失 連結当期純利益又は四半期純損失

一株当たり当期純利益又は四半期純損失 純資産／総資産 一株当たり純資産

●	�新宿中村屋本店ビル解体費用等を特別損失に計上しました。当第2四半期の
ポイント

業績ハイライト
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主力商品の改良と新商品の開発を積極的に行い、商品力の強化を図り
ました。また、新ショップの開発・出店により、販路拡大に取り組みました。

パックデザート類では、彩りも華やかな和洋ギフトセット「いろどり涼菓」な
ど8品目を新発売し、夏のギフト商戦の競争力を高めました。

贈答菓子類では“サクッと軽い”食感が楽しめる新感覚の和洋折衷焼菓
子「サクッれあ」を販路限定で新発売しました。また、主力商品の「うすあわせ」「アイリッシュ
ケーキ」「ちーずあんチーズ」「こがねはずみ」の改良に取り組み、食感や風味の向上、現代
的なデザインのパッケージに変更するなど商品力を高め、更なるお客様満足の向上に努め
ました。

中華まんじゅう類では『上質化』嗜好とトレンドに合わせ、直売店、量販店、コンビニエンス
ストアの各販路向けに主力商品「肉まん」「あんまん」の改良を行い、更なる品質の向上を図
りました。また、コンビニエンスストア向け揚げパン類では、新商品「手包みエビチリパン」「濃厚チキングラタンパン」を発売しました。

店舗展開では「円
えん

果
か

天
てん

」「I
イ ッ ス イ

SSUI」「九
く

六
ろ いち

八
や

」に続く専門店として、素材のこだわりを打ち出した米菓ブランド「田
た

ノ
の

歩
ほ

」を出
店しました。ショッピングセンターなどで店舗数を伸ばしている「かんてん舎

や

」と併せ、新しい販路、新しいお客様ニーズに対応し
た提案を行いました。

キャンペーン雑誌広告

サクッれあ

事業別概況

売上高9,690百万円（前年同期比0.7％減）

業務用食品では、震災後の既存販路の落ち込みが大きい中、主力のファミリーレスト
ラン業態へ魅力ある商品の提案を行い、フェアメニューの獲得に注力しました。さらに、
カフェ・ファストフード業態にスープ、ソース類のメニューの提案を実施いたしました。

市販食品では、今年2月より引き続きレトルトの「インドカリー」発売10周年キャンペーン
を展開し、認知率の更なる向上とリピート率アップに積極的に取り組みました。また、震災
後のレトルト需要が増加した際には、商品供給に努めました。

売上高3,552百万円（前年同期比2.5％減）

キャンペーン新聞広告

こがねはずみ

売上高構成比

59.3%

売上高構成比

21.7%
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売上高2,346百万円（前年同期比6.7％減）
震災後の計画停電や夏場の節電対策の実施等、大変厳しい環境の中で、飲食

事業の原点に立ち返り「お客様のご満足のために」をテーマに、美味しい料理と心の
こもったサービスの提供を全員一丸となり取り組みました。

本店では主力のインドカリーをより多くのお客様に認知していただくため、店
頭PRを積極的に行い、ご利用機会の向上に努めました。また、直営レストラン
ではグランドメニューや季節感を取り入れたフェアメニューの改定を行い、ご好
評を得ました。

スポーツ事業として展開しているＮＡスポーツクラブＡ－1では、
震災後の自粛ムードでレジャー・スポーツ業界が苦戦する中、キッ
ズプログラムの導入など、ニーズに即した施策の積極的な取組み
により、会員数は増加となりました。

売上高368百万円（前年同期比8.5％増）

A-1キッズ

NAスポーツクラブA-1笹塚店

パンシチュープレート

笹塚NAビル

不動産賃貸事業では、景気の先行き不安を受け依然として厳しいオフィスビル市場の中、
笹塚ＮＡビルにおいて、防災設備の更新など、安全・安心に配慮した改善を実施しビル価値
向上に取り組みましたが、テナントの退去により一部空室が発生いたしました。

売上高372百万円（前年同期比6.1％減）

インドカリー

売上高構成比

14.4%

売上高構成比

2.3%

売上高構成比

2.3%

4

010_0546001602312.indd   4 2011/11/11   16:20:52



四半期連結貸借対照表� 　（単位：百万円） 四半期連結損益計算書� 　（単位：百万円）

科　目 当第2四半期
（平成23年9月30日現在）

前第2四半期
（平成22年9月30日現在）

前期
（平成23年3月31日現在）

資産の部

流動資産 10,238 9,486 11,582

固定資産 26,848 27,901 27,369

　有形固定資産 21,453 22,047 21,821

　無形固定資産 242 505 364

　投資その他の資産 5,153 5,348 5,184

資産合計 37,087 37,387 38,951

負債の部

流動負債 8,041 8,041 8,493

固定負債 8,740 8,769 8,532

負債合計 16,781 16,811 17,025

純資産の部

株主資本 20,604 20,833 22,163

　資本金 7,469 7,469 7,469

　資本剰余金 7,578 7,579 7,579

　利益剰余金 5,720 5,945 7,278

　自己株式 △ 164 △ 160 △ 162

その他の包括利益累計額 △ 298 △ 257 △ 237

　その他有価証券評価差額金 △ 298 △ 257 △ 237

純資産合計 20,306 20,576 21,926

負債・純資産合計 37,087 37,387 38,951

（注）記載金額は、百万円未満を四捨五入で表示しております。

科　目
当第2四半期
平成23年4月  1日から（ 平成23年9月30日 まで）

前第2四半期
平成22年4月  1日から（ 平成22年9月30日 まで）

前期
平成22年4月  1日から（ 平成23年3月31日 まで）

売上高 16,329 16,650 41,022

売上原価 9,721 9,811 22,904

　売上総利益 6,607 6,838 18,119

販売費及び一般管理費 7,694 7,863 17,029

営業利益又は損失（△） △ 1,086 △ 1,025 1,089

営業外収益 75 77 153

営業外費用 31 29 79

経常利益又は損失（△） △ 1,041 △ 976 1,164

特別利益 − 3 285

特別損失 498 98 397

税金等調整前当期純利益又は四半期純損失（△） △ 1,539 △ 1,071 1,051

法人税、住民税及び事業税 38 23 261

過年度法人税等戻入額 − 0 − 

法人税等調整額 △ 612 △ 361 191

少数株主損益調整前当期純利益又は四半期純損失（△） △ 965 △ 733 599

当期純利益又は四半期純損失（△） △ 965 △ 733 599

（注）記載金額は、百万円未満を四捨五入で表示しております。

四半期連結キャッシュ・フロー計算書	 （単位：百万円）

　科　目
当第2四半期
平成23年4月  1日から（ 平成23年9月30日 まで）

前第2四半期
平成22年4月  1日から（ 平成22年9月30日 まで）

前期
平成22年4月  1日から（ 平成23年3月31日 まで）

営業活動によるキャッシュ・フロー △ 717 △ 1,048 1,912

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 661 △ 215 △ 516

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 737 △ 730 △ 851

現金及び現金同等物の増減額 △ 2,115 △ 1,993 545

現金及び現金同等物の期首残高 4,055 3,510 3,510

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 1,940 1,518 4,055

（注）記載金額は、百万円未満を四捨五入で表示しております。

連結財務諸表
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CLOSE UP!!   中村屋
このコーナーでは「中村屋ならではのモノ・コト」や「中村屋の今」にスポットを当て、その詳細に迫ります。

新宿中村屋本店は1909（明治42）年8月に本郷から新宿の現在地に移転し
ました。以来、この地で多くの歴史を重ねてまいりました。本店からは表紙の

「かりんとう」をはじめ、インドカリー、月餅、中華まん、ボルシチなどの中村屋名物
が生み出されてきました。102年の長きにわたり新宿のこの地で続けられたのは
お客様、地域の方々、そして株主の皆様に支えられ、愛されてきた結果に他なりま
せん。
そして今年。中村屋はより魅力ある価値の提案を目指して本店の再開発を行い
ます。新しい中村屋にどうぞご期待下さい。

新宿中村屋本店 再開発へ

最終日閉店時の様子

ボルシチ

インドカリーセット

発売当時の月餅と中華まん

発売当時のインドカリーセット

平成23年10月20日～平成26年秋（予定）
新宿中村屋本店 休業期間

再開発に伴い、本店は休業いたします
が、隣接する新宿高野ビルの6階に

「新宿中村屋レストラン（仮店舗）」を設け、レ
ストランの営業を続けます。引き続き中村屋の
味をお楽しみくださいませ。詳細は
左記のとおりです。

仮店舗情報
場 　 所 新宿高野ビル6階（東京都新宿区3-26-11）

開 店 日 平成23年11月15日（火） 午前11時

営 業 時 間 午前11時～午後10時 （ラストオーダー午後9時30分）

店 舗 規 模 約150席（一部個室あり）

6
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株式の状況

発行可能株式総数 199,044,000株
発行済株式の総数 59,762,055株
（注）自己株式401,921株が含まれております。

株 主 数 8,623名
（注）前期末に比し221名減少いたしました。

大株主（上位10名）
株主名 持株数（千株）

中村屋取引先持株会 5,053
株式会社みずほ銀行 2,925
三井不動産株式会社 1,800
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,554
日本製粉株式会社 1,301
株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 1,151
日東富士製粉株式会社 1,110
豊田通商株式会社 1,100
株式会社りそな銀行 1,000
みずほ信託銀行株式会社 957

概要

創 業 明治34年12月30日
設 立 大正12年4月1日
資 本 金 74億6,940万円
営 業 内 容 �各種和洋菓子・パン・その他食料品

の製造、販売ならびに飲食店の営業
従 業 員 数 857名
（上記の他臨時従業員が期中平均1,130名おります。）

株主メモ

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月３１日まで
配当金受領株主確定日 毎年３月３１日
定時株主総会 毎年６月
単 元 株 式 数 1,000株
公 告 方 法 電子公告により掲載。ただし電子公告を行えな

い事由が生じたときは日本経済新聞に掲載。
株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目２番１号

みずほ信託銀行株式会社
同事務取扱場所 みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

証券会社に口座を�
お持ちの場合 特別口座の場合

郵便物送付先 お取引の証券会社
となります。

〒168-8507 
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行 証券代行部

電話お問合せ先 0120-288-324

所有者別株式分布状況

役員	

（注）�取締役荒井英夫氏は社外取締役であります。監査役原秋彦・山本光介の両氏は社外監査役であります。

表紙の写真　伝統の技による口当たりやわらかくサクッと仕上がった独特の歯ご
たえ。自然の素材にこだわり、黒砂糖風味とごまの香りが調和したかりんとうです。
●本報告書の商品写真はイメージです。

住　所：東京都新宿区新宿三丁目26番13号
e-mail：webmaster@nakamuraya.co.jp
U R L ： http://www.nakamuraya.co.jp

〈お問合せ先〉総務・法務部
電　話： 03-5454-7111

会社概要

代表取締役社長 染谷 省三 取締役兼執行役員 鈴木 達也 執行役員 三方 千博

取締役兼専務執行役員 小林 政志 取 締 役 荒井 英夫 執行役員 御厨 久司

取締役兼常務執行役員 小林 　恒 常 勤 監 査 役 長峰 一眞 執行役員 小庄 秀範

取締役兼常務執行役員 二本松 壽 常 勤 監 査 役 波多 　正 執行役員 飯田 次雄

取締役兼執行役員 藤木 裕人 監 査 役 原 　秋彦 執行役員 赤石 　実

取締役兼執行役員 杉山 敏行 監 査 役 山本 光介

お知らせ　新宿中村屋本店は平成23年10月20日より建替えのため休業いたしま
した。株主の皆様にはご不便をおかけいたしますが、ご了承をお願いいたします。な
お、休業期間中は新宿高野ビル6階にてインドカリーをはじめとしたお料理をお楽し
みいただけるレストランを営業いたしております。※株主優待券もご利用いただけます。

金融機関 25.4％
15,198,357株

証券会社 0.3％ 202,318株

その他国内法人 27.9％
16,654,150株

外国法人等 1.5％ 879,131株

株式数
（59,762,055株）

個人・その他 44.9％
26,828,099株

※「個人・その他」には自己株式
（401,921株）および政府地方
公共団体（1,000株）が含まれ
ております。
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